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2014年度　海外実習報告書
中野めぐみ
実習期間　2014年 4 月 ７ 日～ 4 月31日
実習病院　Charite Universitats Medizin 脳神経外科学
1 ．はじめに
　今回，私はベルリンのCharite大学医学部脳神経外科学教室にて， 1 ヶ月間の実習をして参りました。
Charite医科大学は本学脳外科黒田教授のご尽力により，今年度から初めて実習先として紹介して頂く事が
出来ました。この様な機会を与えて頂き，ベルリンで得た経験は一生の宝物となりました。本当に感謝して
おります。来年度以降Chariteでの実習に参加される方々に，この報告書を少しでも参考にして頂けると幸
いです。
2 ．実習までの流れ
　 6 年生での海外実習に 5 年生の頃から興味をもっており，公費助成のあるプログラムへの参加を検討した
り，既存のプログラムについて調べてみたりしていました。夏の双六診療所に同行した折，黒田先生に留学
について相談した所，快く驚く程迅速に親交のあるProf. Peter Vajkoczyを紹介して頂くことが出来ました。
3 ．準備
　 9 月～　　ドイツ語ネット授業にて，簡単なドイツ語会話の練習
　　　　　　某フィリピン教師との激安Skype英会話をほぼ毎日
　　　　　　脳外科に関係する英語論文に出来るだけ目を通す
　 3 月　　　homecompanyというドイツの賃貸サイトでベルリンでの
　　　　　　アパートを契約（支払いは現地）
　ドイツ語の勉強は，ネイティヴとの会話練習も含め，ベルリンに行くと決めたその日から始める事をお勧
めします。病院内で少しでも会話が出来ると，先生方との距離をかなり縮める事が出来ると思います。
　住居は自分で手配しなければなりません。大学病院内に宿泊施設は有りません。Homecompanyという賃
貸サイトを利用しましたが，対応は迅速で，満足出来る物件を探す事が出来，結果として大成功でした。た
だし，手数料が賃料の20％程度かかるので，きちんと契約書が作られて安心ですが割高にはなります。他に
もGW等，シェアルームを探す無料サイトはありますが，ルームシェアの相手と事前に話す必要があったり，
同居失敗例も多々あるらしいので， 1 ヶ月の滞在で使うには安心感に欠ける様です。
　私は都心の奇麗なマンションのドイツ人女性とのルームシェアをする事になりました。
4 ．実習病院について
　Chariteは，1７10年にプロイセン王フリードリヒ 1 世により，ペスト患者を収容する施設として当時の市
街の外に建設され，後に陸軍病院として使用されました。それが市民のための病院となりました。Charite
はフランス語で『隣人愛』を意味します。炭疽菌・結核菌・コレラ菌を発見した細菌学者ロベルト・コッホ，
細胞病理学者ルドルフ・ウィルヒョウ，化学療法の父などの著名な研究者を輩出し，本邦からも北里柴三郎，
森鴎外など，明治時代に多くの医師が留学していました。
　現 在 のCharite大 学 病 院 には 4 つのキャンパスがあり，脳 外 科 は 私 が 主 に 見 学 させて 頂 いたvirchow 
Clinicmとベルリン市内に医局があります。月間3000件もの脳外科領域の手術が行われています。なお，
Virchow Clinicm には成人の脳外科の他に小児の脳外科も医局があり，小児外科に留学されていた日本人の
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先生を通してお願いした所，見学する事が可能でした。
5 ．実習内容
　特にdutyを与えられる事はなく，朝カンファ，朝回診に同行し，手術を見学します。一日に ７ ～ 8 件程
手術が入っているので，自分の興味のある手術に自由に入っていました。私は小児の頭蓋骨の形成術に興味
があったので，火曜と金曜（頭蓋形成術が行われる可能性が高い）は小児外科に一日張り付いていました。
成人の脳外科では脳腫瘍，脳動脈瘤に加え，脊椎手術（ヘルニアや脊髄腫瘍など）も多く行われていました。
Prof. Peter Vajkoczyが休暇を取っている間は一日に 6 ， ７ 件の脊椎手術が行われていて，思いがけず勉強
になりました。Prof. Peter Vajkoczyの脳動脈瘤クリッピング術では，諸外国からの留学生が食い入る様に
見学をしていたのが印象的です。素人目にみても視野の中で全く手元がぶれない美しいメスさばきで，将来
自分が手術をするときもこの様にありたいと強く思いました。
　小児の脳外科の医局は成人の医局と全く別の建物にあります。特に症例数が多いのが頭蓋骨の変形（ク
ルーゾン病，三角頭蓋など）で，様々な方法で頭蓋形成術が行われていました。かなりアグレッシブなオペ
で，日本では中々見学する事が難しいので，後輩で機会に恵まれたら是非見学する事をお勧めします。
　
　私が留学した最初の 1 週間は，日本と同じ様に脳外科の先生方は非常にお忙しそうで質問し辛かったの
と，Chariteの脳外科に日本人の先生がいらっしゃらなかったのとで，非常に苦労しました。病院でわから
ない細かい事は，現地の医学生を捕まえるか，先輩の外国人留学生に聞いていました。ありとあらゆる国か
ら留学生が来ているので，彼らとの交流も充実しました。また，小児外科の見学をさせて頂く際には，偶然
にも富山医科薬科卒業生であった現在は順天堂大学で働かれている木村先生に紹介して頂きました。まさか
遠くベルリンの地で偶然に同門の先輩にお会い出来るとは，世界は狭いものです。 2 週間目からは富山大の
堀先生も留学して来られ，今までうやむやだった画像所見や術式についてレクチャーして頂き，手術見学が
より一層充実したものになりました。この場をお借りして，お礼申し上げます。
6 ．生活
　病院から地下鉄で20分のベルリン中心部のアパートメントの一室に居候しました。大家さんは素敵なドイ
ツ人女性で，かなりリベラルな感じのキャリアウーマンでした。彼女が小旅行のセッティングをしてくれた
り，ベルリンの素敵なお店や場所を教えてくれたおかげで，余暇がかなり充実しました。家に帰ってからお
しゃべりをする相手がいたのも，寂しくなくて良かったです。ただ，猫が居たのが予想外で，アレルギーに
悩まされる日々でした。
　お昼ご飯はサンドイッチを作って持って行き，夕食は外食をしていました。何故か近隣に美味しいベトナ
ム料理屋が点在していたので，中々良い食生活を送りました。ビールはめちゃんこ美味しかったです。
　実習にかかった費用
航空券　10万円程度
旅行保険　9000円
宿泊費　 ７ 万円程度
その他　15万円程度（プラハ，ウィーンなどに行った為）
6 ．おわりに
　 4 週間はあっという間に過ぎ去り，気づいたら帰国 3 日前になっていました。最初の 1 週間は生活の仕方
に慣れるのに費やし， 2 週間目に自分の居場所を見いだし，やっと自分なりに勉強出来る様になったのが 3
週間目でした。
　この 4 週間で本当に沢山の脳外科の手術を見学する事ができましたが，一番自分に身に付いたのは，何も
わからない場所でどうやったら自分の道を切り開く糸口をみつけるのか，という事です。ただ与えられた場
所に立っているだけでなく，恥ずかしがらずに試しに聞いてみる，やってみる事が本当に大切なんだと身を
以て経験しました。また，将来自分が医師として留学する際に何を準備するか，どう振る舞うかについてイ
メージする機会にもなり，今後の私の医師人生において宝物となる様な 1 ヶ月間でした。これからもこの経
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験をより昇華させていける様，医学生として， 1 年後には医師として精進しようと思います。最後に，こん
な素敵な経験を私にさせて下さったProf. Peter Vajkoczy，黒田教授，本当に有り難うございました。今後
もベルリンへの道が多くの学生に開かれる事を願っています。
